
まちの学芸員　乾
いぬい
 哲
てつ
也
や

小学校６年生の社会科の授業で考
古学に目覚め、札幌学院大学卒業後、
奥尻町、白老町、礼文町、千歳市で発
掘調査を行う。平成14年から厚真町
に根差した学芸員。

北
海
道
の
名
付
け
親
、
松
浦
武

四
郎
は
安
政
５
年（
１
８
５
８
年
）

６
月
21
日
に
苫
小
牧
勇
払
会
所
か

ら
厚
真
の
ト
ン
ニ
カ
村（
富
里
）

に
入
り
、
３
泊
４
日
ほ
ど
滞
在
し

て
い
ま
す
。
現
代
の
暦
で
は
７
月

31
日
の
夏
真
っ
盛
り
の
季
節
、
武

四
郎
は
数
え
年
で
41
歳
の
時
で
し

た
。　こ

の
時
の
記
録
が
『
東と

う

西ざ
い

蝦え

夷ぞ

山さ
ん

川せ
ん

取と
り

調し
ら
べ

日に
っ
し誌
』
の
「
安あ

都つ

麻ま

誌し

」（
本
文
中
は
安
都
摩
と
表
記
）

や
『
東

ひ
が
し

蝦え

夷ぞ

日に
っ

誌し

』
に
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
内
の
91
カ
所
の
地
名
や
５

カ
所
の
コ
タ
ン（
村
）の
様
子
、

１
２
４
人
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
暮

ら
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
は
…

〔
ア
ツ
マ
？
そ
れ
と
も
ア
ヅ
マ
？
〕

１
６
０
年
前
は
ア
ヅ
マ
と
濁
っ

て
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
元
々
は

現
在
と
同
じ
く
ア
ツ
マ
と
澄
ん
だ

表
現
で
し
た
。

〔
ア
ツ
マ
は
今
の
浜
厚
真
〕

今
の
厚
真
町
の
中
心
部
は
役
場

が
あ
る
厚
真
川
中
流
域
で
す
が
、

当
時
は
河
口
部
の
渡
し
場
を
ア
ツ

マ
と
記
し
て
い
ま
す
。

〔
畑
作
が
盛
ん
な
厚
真
〕

厚
真
町
は
土
地
が
豊
か
で
、
ひ

え
・
あ
わ
・
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
・
仙

台
か
ぶ
な
ど
を
育
て
、
多
い
と
こ

ろ
で
は
、
合
わ
せ
て
20
俵
も
収
穫

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、〔
大
洪
水
の
厚
真

川
〕、〔
働
き
者
で
親
切
な
ア
イ

ヌ
〕、〔
ウ
グ
イ
が
多
い
ア
ツ
マ
〕、

〔
冷
泉
湧
く
不
凍
の
井
戸
〕、〔
ノ

ヤ
ス
ベ
の
滝
〕
な
ど
に
つ
い
て
も

記
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
１
５
０
年
の
キ
ー
マ
ン
が
見
た
１
６
０
年
前
の
ア
ツ
マ
〔
２
〕

松
浦
武
四
郎
が
歩
い
た
厚
真
川
下
流
域
の
様
子

第２回

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
木
（
松
浦
武
四
郎
『
蝦
夷
山
海
名
産
図
会
』）

松
浦
武
四
郎
は
ハ
ス
カ
ッ
プ
の
こ
と
を
「
木
忍
冬（
ス

イ
カ
ズ
ラ
）の
一
種
　
花
黄
色
に
し
て
、
実
は
赤
し
。
ア

イ
ヌ
好
い
て
喰
す
。」
と
記
し
て
い
ま
す
。
武
四
郎
は
写

実
的
に
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
暮
ら
し
や
道
具
、
動
植
物
も

描
き
残
し
て
い
ま
す
。

ユウフツ浜でのイワシ地引き網漁の様子
（松浦武四郎『蝦夷山海名産図会』）
　白老町にかけての砂浜は「東海第一番也」と記
しており、アツマからもコタンの約３割の人た
ちがイワシ漁への「雇い」に出ています。コタン
には老人や子ども、病人が残るのみでした。

白老地区から日高門別地区までの地図
（松浦武四郎『東蝦夷日誌』国立国会図書館蔵）
アツマ・ユルシカヘツ・トンニカ・カヒウ・シュル
クなどの地名が記されています。
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